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1　は　し　が　き

寒地型牧草を材料として，良質の乾草又はサイレージを

鐘保するためには，良質，多収な革種，品種を栽培する必

璽帥；ある。しかし，出培期の同一な車種や品種を栽培した

場合，特に大規模草地では刈遅れによる乾物消化率や可消

化養分収量の減少が閲題となる。

一般にイネ科革種では1番草の刈取適期は出培期前後と

いわれているが，出徳期の異なる草種，品種を組合せるこ

とによって刈取適期幅を拡大することは，大規模草地では

経営上重要なことと思われる。

そこで，草種，品種の刈取適期幅を推定する資料を得る

ために，出穂の各ステージと乾物消化率の関係を温度や施

肥要因を含めて検討したので報告する。

2　試　験　方　法

川調査場所：岩手県畜試外山分場（外山）・標高約700

乱，東北農試厨川（厨川）・標高約160mの2か所

（2）供式亭種と播種量：　オーチャードグラス（ポトマッ

ク，フロンティア）2品種・0．15梗／8，チモシー（セン

ボク）1品種・0．10吻／8。

刷播種期と播種法：外山は昭54年8月8日・散播，厨

川は昭54年9月5日・散播。

（4）施肥皇：基肥は8当たりN：0．8，P208：2．0，鞄0：

0．8，各軸。早春追肥量は少肥としてオーチャードグラス

は一当たりN：0．5，P205ニ0．25，K20：0．5各毎，チモシ

ーはN：0．4，P205：0．2，且20：0．4各吻とし，多肥は少

肥の倍量とした。

15）刈取調査時期と調査項目：調査時期は出穂始期，出

穂期軌開花始期，開花始期後約10日，開花始期後約20日の

蓑2　刈取時の草丈（爪）

ー189－

5回とし，調査項目は刈取時草丈，乾物収量，器官別割合

（葉，茎，枯葉），乾物消化率（中性デタージェントとセ

ルラーゼの2ステップ法），消雪日から各刈取時までの日

平均気温の積算値。

3　武　験　結　果

利用1年目は地力などが関係し，施肥量の影響が明らか

でなく，倒伏もみられたので，追肥量の影響が明らかとな

った利用2年目について報告する。

各品種の刈取時期を表1に示した。出穂始期の品種間差

は厨JHではポトマックに対してフロンティアは5日，セン

ポクは24日の差があり，開花始期でも同じような傾向を示

した。外山ではポトマックに対してフロンティアは5日，

センボクは18日の差があったが，その他の生育ステージは

調査日の関係で不明確であった。標高の異なる厨川と外山

では出穂始期でみるとオーチャードグラスで15日，チモシ

ーで9日の差となり革踵によって異なるように感じられた。

刈取時の草丈を表2に示した。いずれの品種も少肥と多

肥の差は外山に比べて厨川で大きく，また，標高の異なる

場所による差はオーチャードグラスは外山に比べて厨川が

衰1　刈取調査時期（月・日）

厨　　　　 川

1 2 3 4 5 1 2 3 4

5 ．2 0 5 ．2 7 6 ．1 1 6 ．1 9 7 ．4 6 ．4 6 ．9 6 ．2 6 7．10

5 ．2 5 5 ．3 0 6 ．1 5 6 ．2 7 7 ．8 6 ．9 6 ．16 6 ．3 0 7 ．14

6 ．1 3 6 ．2 3 7 ．2 7 ．1 1 7 ．2 0 6 ．2 2 6 ．3 0 7 ．1 4 7．2 3

注．生育ステージは1：出穂始期，2：出穂期，3：

開花始期，4：開花始期後約10日，5：開花始期後
約20日，ただし外山の場合は出穂始期以後不明確。

ステージ 厨　　　　　　　　　　 川 外　　　　　　　　　 山

品種　　　　　 施肥 量 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

ポ トマ ッ ク

フロンテ ィア

少 肥 48 62 85 98 10 5 45 54 91 104 102

多 肥 64 84 109 1 21 118 55 69 104 110 103

少 肥 54 6 1 96 107 1 13 53 74 103 10 5 103

多 肥 8 1 98 123 124 123 74 96 112 10 7 1 10

セ　 ン　 ポ　 ク
少 肥 47 56 78 75 8 1 68 95 104 115 106

多 肥 78 93 106 108 105 89 114 114 119 115

注．生育ステージは表2に同じ
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図1刈取時期と乾物消化率

蓑3　出穂始期からの日数及び積算気温と乾物消化率の回帰と相関

品　　　 種
出 穂 始 期 後 の 日数 と消 化 率 月平均 気 温 積 算 値 と消 化 率

回 帰 式　 相 関係 数

Y ＝ 9 1．3 － 0．0 40 ェ r ＝ － 0 ．9 3 3

回　 帰　 式　　　　 相 関 係数

ポ ト　 マ　 ッ ク Y ＝ 73．3 － 0．70 7 ェ　　 r ＝ － 0，9 4 3

フ　ロ　ン テ　 ィ　ア Y ＝ 6 6．6 － 0．7 4 5 Ⅹ　　 r ＝ － 0．9 5 1 Y ＝ 8 7．9 － 0．0 4 0 1　　 r ＝ － 0．9 3 6

セ　 ン　 ボ　 ク Y ＝ 5 3．3 － 0，3 4 2 ェ　　 ■＝ － 0．72 8 Y ＝ 6 5．7 － 0．0 1h　　 r ＝ － 0．7 2 5

注・積算気温は消雪日からの日平均気痘（0℃以上）の積算値

豪4　草丈と消化率

品　　 種 回　 帰　 式　　　　 柏 関係 数

ポ ト　マ　 ッ ク Y ＝　 99．6 3 － 0．8 4 0 ェ　 r ＝ － 0．9 0 7

フ ロ ン テ　ィア Y ＝ 10 1．1 3 － 0．5 2 6 ェ　 r ＝ － 0．86 9

セ　 ン　 ポ　 ク Y ＝　 7 3．93 － 0 ．2 9 3 ェ　 r ＝ － 0．9 4 2

高く，チモシーは外山が高くなっており，草種の生育反応

は場所によって異なろことを示したものと患われた。

刈取時期と乾物消化率の関係を示したのが図1であろ。

消化率は生育ステージと密接な関係があることは知られて

いるが，本試験でもその傾向は明らかで，生育日数が進む

につれて低下した。

乾物消化率はいずれの調査時期でも少肥に比べて多肥が

低くなっており．厨川ではその蓋が大きく，外山では差が

小さくなっている。

革柱間でみると，オーチャードグラスの消化率は70％前

後から，日数が進むにつれて急軌こ低下してくるが，チモ

シ‾はオーチャードグラスに比べて全般的に消化率が低か

蓑5　2要因を導入した場合の乾物消化率の重回帰と相関

ったが日数を経ても消化率の低下が小さく，草種で違いが

あろことを示した。

このように，乾物消化率は場所，施肥量によって差がみ

られたが，これらをこみにして出培始期からの日数や消雪

日からの積算気温と乾物消化率の相関（表3）を求めたと

ころ高い相関関係が得られた。しかし，オーチャードグラ

スに比べてチモシーの相関が低かった。

また，草丈と乾物消化率（表4）の間ではチモシーも高

い相関を示した。

図表に示さなかったが草丈と生業比率の間にも高い相関

がみられ，草丈が高いほど，生薬の比率が低下し，消化率

に影響していることを示した。

したがって，生育ステーわは日数又は積算気軌こよって

支配され，施肥量は草丈を通じて消化率に関与していると

みなされるので，表5にこれら二つの要因を導入して，重

相関係数を計算した結果を示した。その絵札表3，表4

に比べて，更に高い相関が得られた。

品　　　 種
出穂 始期 後 日数 （ェl）と草 丈 （ェ2） 月平 均 気 温 積 算 値 （Il ）と草 丈 （ェ2）

回　　 帰　　 式　　　　　　 R 　 回　 帰　 式　　 R

Y ＝ 99・4 － 0．0 2 3 7 ェ1 － 0．2 50 ェ2 0．9 7 5ポ　 ト　 マ　 ッ　 ク Y ＝ 8 4．8 － 0．4 7 1 ェ1 － 0．1 9 1 ェ2　 0．9 6 0

フ　 ロ　 ン　 テ　 ィ　 ア Y ＝ 8 1．0 － 0．5 4 5 ェ1 － 0．19 4 ェ2　 0．9 7 0 Y ＝ 9 9・9 － 0・0 2 7 7 ェ1 － 0．2 4 8 王2　 0．9 9 0

セ　　 ン　　 ボ　 ク Y ＝ 7 1．9 － 0．13 9 ェ1 － 0．2 4 1 ェ2　 0．9 7 4 Y ＝ 7 6・9 － 0・0 06 5 I 1 － 0 ．2 4 2 ェ2　 0．9 7 3

‥　と　め　　　　芸警誓言孟苦し…芝…莞≡≡警諾≡票五号誓芸芸
生育ステージと乾物消化率の関係は場所や施肥虫によっ　副もまた，可能なことが示唆された。


